
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,838.71 ▲1.05% ▲4.80% ▲8.62% 6.08%

＜ご参考＞

TOPIX（東証株価指数）
3,863.97 0.90% 2.48% 15.01%

国内リート見通し

マーケットの動き（2026年5月11日～5月15日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2025年4月30日～2026年5月15日）

情報提供資料

2026年5月18日

中東情勢悪化による金利上昇を主因に、国内リート市場は調整局面となり、割安感が

出てきています。業績面では、借入金利上昇による収益下押し圧力を、賃料増額の加

速や、低収益物件の売却益還元などで吸収し、分配金の成長を図っています。金利上

昇が一服すれば、インフレに負けない成長戦略への評価から、国内リート市場は底堅

く推移するとみています。

国内各種資産利回り
2026年5月15日時点

41.07%

投資環境見通し（2026年5月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
5月15日

国内リート市場は底堅く推移

先週の国内リート市場は、前週末比で下落しました。

米国とイランの戦闘終結に向けた交渉が進展せず先行き不透明感が広がったことや、

日米の金利上昇が嫌気され、国内リート市場は軟調に推移しました。

セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて

下落しました。
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